
東京都障害者への理解促進及び差別解消の推進に関する条例 

 

 

〔概要〕 

 社会全体で障害者への理解を深め、差別を解消する取組を推進するため、条例を制定 

する。   

 
 
１ 障害を理由とする差別の禁止 

（１）都及び事業者の「不当な差別的取扱い」を禁止 

（２）都及び事業者の「合理的配慮の提供」を義務化 

 
 
２ 障害を理由とする差別に関する相談体制 

  広域支援相談員は障害を理由とする差別の解消に関する知識及び経験を有する者 

とし、以下の職務を行う。 

（１）障害者、家族、関係者及び事業者からの相談対応 

（２）区市町村支援（助言、調査、情報提供、関係者間の調整等） 

 
 

３ 障害を理由とする差別に関する紛争の防止又は解決のための体制 

（１）調整委員会を設置（附属機関） 

（２）あっせん 

（３）勧告 

（４）公表               ． 

 
 
４ 情報保障の推進、言語としての手話の普及等共生社会実現のための基本的施策 

 

５ 調整委員会委員の秘密保持義務違反に対する罰則 

  １年以下の懲役又は５０万円以下の罰金 

 
 
〔施行期日〕 

 平成３０年１０月１日 
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